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 第２章では、研究対象国である星国の建設市場の現状と、主要な概念である NSC 制
度について述べている。まず NSC の発生は、英国の建築家が優秀な専門工事業者を自
らのプロジェクトに確保するために発生したことを文献・資料の分析から明らかにし











 第３章では、星国における代表的な標準契約約款（星国建築家協会の SIA 約款、星





関係に関する分析から、SIA 約款では NSC と責任関係のない設計者の関与が多いこと
REDAS 約款では設計施工一括での工事発注にもかかわらず発注者の関与が多いことを
京都大学 博士（  工学  ） 氏名 趙 宰庸 
明らかにしている。これらのことから、星国の代表的な標準契約約款での NSC 制度は
国際標準契約約款の NSC 制度に比べ片務性が高いことを実証している。 
 第４章では、星国最高裁判例検索（Lawnet:Singapore Academy of Law）における 1989
年以降の NSC 関連全判例 12 件の分析を行い、その類型と特徴を明確にしている。具体
的には、まず、判例 12 件の内容は大きく遅延・瑕疵責任問題、元請業者と NSC 間の請
負金支払問題、発注者と元請業者間の請負金支払問題の三つに類型化できることを示
している。次に、各紛争におけるプロジェクト関与者の業務とその責任関係の争点は、
NSC の契約締結に基づく主体間の責任関係の変化、設計者が NSC 契約に関与・検討する
権限の有無、元請業者倒産時に発注者が NSC に直接支払の履行をすることの是非、で
あることを明らかにし、各主体の権限と責任の範囲を明確にしている。 





① 星国の建築プロジェクトでの NSC 工事費比率は、プロジェクトの工事費、工期、
施工面積との関連性は低く、建物の用途、特に発注者がその建物を自己使用する
場合に NSC 工事費比率が高くなる。 
② 工種と NSC 指定率の関連性では、材料と労務のうち、材料の重要度が高い工種、
発注者が品質を把握しやすい工種において指定率が高い。 
③ 元請業者が選定する一般下請業者 (Domestic Subcontractor、以下、 DSC)と NSC
の工事実績の優劣は、DSC の工事実績が全体として NSC のそれを上回ると認識し
ていることを実証している。 
④ DSC と NSC の管理実績におけるリスク評価では、NSC に指定された場合、当該 NSC
















１． NSC 制度の発足から現在に至る経緯を、建築プロジェクト関与者が期待する NSC
制度の利点、国際市場における NSC 制度の展開などを分析するとともに、契約制
度を中心に明らかにした。 
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